
価格 16,500円（本体 15,000円+税） 価格 16,500円（本体 15,000円+税）

価格 18,700円（本体 17,000円+税）

世界の諸民族の音楽日本の伝統音楽

オーケストラ入門

学習指導要領に位置づけられる「日本の伝統音楽」「世界の諸民族
の音楽」を，観て知る！　聴いて感じる！　NHKの音楽，舞台中継，
芸能，紀行，ドキュメンタリー，ニュースなど，さまざまな番組か
ら選び抜いた希少な映像群です。解説書つき。

み き

オーケストラの楽器紹介はもちろん，
ライブラリアンやステージマネー
ジャーなど「裏方」の仕事の紹介や，
協奏曲，大編成などオーケストラの
魅力を実感できるコンテンツも収め
ました。「シェエラザード」やラフマ
ニノフの「ピアノ協奏曲第 2番」など，
教科書の楽曲も取り上げます。

協力　NHK 交響楽団

音楽鑑賞用DVD
発行　　NHKエンタープライズ
販売元　教育出版

音楽鑑賞用音楽鑑賞用DVDDVD



＞店扱取＜＞元売販＜

　　 〒 153－0063　 東京都江東区有明 3－4－10 TFTビル西館
　　 TEL 03－5579－6278　 FAX 03－5579－6444
　　 ホームページ　https://www.kyoiku-shuppan.co.jp/
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< 雅楽と声明／念仏 >
　雅楽（管絃）「越天楽」
　雅楽（舞楽）「蘭陵王」
　天台声明
　十方念仏　 
< 舞台と音楽 >
　能「安宅」
　歌舞伎（長唄）「勧進帳」から「これやこの」
　歌舞伎（長唄）「京鹿子娘道成寺」
　歌舞伎（長唄）「連獅子」
　人形浄瑠璃（義太夫節）「国性爺合戦」
< 独奏と合奏 >
　箏曲「六段の調」
　箏曲「千鳥の曲」
　尺八曲「巣鶴鈴慕」
< 平家物語と日本の音楽 >
　平曲「那須与一」
　能「俊寛」
　人形浄瑠璃「平家女護島」
　歌舞伎「平家女護島」
　山田流箏曲「小督の曲」
　筑前琵琶「小督」
< 羽衣伝説と日本の音楽・芸能 >
　雅楽「東遊」
　能「羽衣」
　常磐津節「松廼羽衣」
　沖縄組踊「銘苅子」
<日本の民謡と芸能 >
　江差追分
　八木節
　祗園祭
　谷茶前

< 声 >
　ケチャ（インドネシア < バリ島 >）
　パンソリ（朝鮮半島）
　布農族の合唱（台湾）
　ホーミー（モンゴル）
　ブルガリアの歌声（ブルガリア）
　ヨーデル（スイス）
　グリオの語りと音楽（西アフリカ）
　イヌイットの喉遊び歌（カナダ、アラスカなど）
　ゴスペル（アメリカ合衆国）
< 楽器 >
　ガムラン（インドネシア < バリ島 >）
　ガムラン（インドネシア <ジャワ島 >）
　シタールとタブラー（北インド）
　カヤグム（朝鮮半島）
　アルフー（二胡）（中国）
　モリンホール（モンゴル）
　バラライカ（ロシア）
　メヘテルハーネの音楽（トルコ）
　サズ（トルコ 他）
　サントゥール（イラン）
　アルプホルン（スイス）
　バグパイプ（イギリス <スコットランド地方 > 他）
　グラス・ハーモニカ（ヨーロッパ）
　ホムス（サハ）
　ジェンベ（西アフリカ）
　イリンバ（タンザニア）
　ディジェリドゥ（オーストラリア）
　ケーナ（フォルクローレ）（南米アンデス地域）
　サンポーニャ（フォルクローレ）（南米アンデス地域）
　サンバ（ブラジル）
　イヌイットの太鼓（アメリカ <アラスカ州 > 他）
< 楽器の伝播 >
　ラウネッダス（イタリア <サルデーニャ島 >）
　ショームほか（中世ヨーロッパ）
　ズルナ（トルコ、アラブ諸国）
　篳篥（日本）
< ラーマーヤナ物語 >
　クーリヤッタム（インド）
　仮面劇「コーン」（タイ）
　影絵人形芝居「ワヤン・クリ」（インドネシア）
< 祈りと音楽 >
　アザーン（西アジア）
　セマー（トルコ）
　カンドンブレ（ブラジル）
　サンテリア（キューバ）

日本の伝統音楽 （77分） 世界の諸民族の音楽 （75分）

オーケストラ入門 （72分）
< オーケストラの歴史 >
ハイドンとモーツァルト／ 2 管編成のオーケストラ／小編成から大編成のオーケストラへ

　紹介曲：モーツァルト作曲　交響曲第 35 番「ハフナー」から
< オーケストラで使用される主な楽器 >
　木管楽器／金管楽器／打楽器／ハープ／弦楽器
　紹介曲：リムスキー・コルサコフ作曲　交響組曲「シェエラザード」第２楽章
< ステージに上がるまで >
　リハーサル風景（アラン・ギルバート指揮ＮＨＫ交響楽団）／ライブラリアンの仕事／ステージマネージャーの仕事
　紹介曲：ベートーベン作曲　交響曲第３番「英雄」第１楽章
< 協奏曲　ソリストと共演するオーケストラ >
　紹介曲：ラフマニノフ作曲　ピアノ協奏曲第２番第３楽章
< 大編成の管弦楽曲 >
　紹介曲：リヒャルト・シュトラウス作曲　交響詩「英雄の生涯」より抜粋


